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練習試合の結果 

 

 ３月２３日（土） 

  対所沢西高校    １０対１１  敗退         

  対北本高校      ５対２   勝利            

 

 ３月２４日（日） 

  対桶川高校      ８対０   勝利 

  対笛吹高校     １２対２   勝利 

           

通算成績  １１勝 １敗 １分 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

浦和学院高校と・・ 

  

 定期的に浦和学院高校と練習試合をさせてい

ただいています（皆さん、これはですね・・ウチ

との対戦に合わせたメンバー選出を浦和学院高

校にしていただいていることをご理解くださ

い）。 

 

 ただ・・浦和学院高校の野球部に入部する子

達は基本、皆野球が上手、メンバーを下げてき

ても（私達公立高校が）５分５分の試合に持ち

込むこと自体が結構大変なのです。そんな中、

ここ最近、がっぷり四つに組んでの試合になっ

ている・・これは市高の部員達を褒めてよい？

そんな感じなのです。 

 

 この日・・市高は浦学を追い詰めました（９回

浦学最後の攻撃まで４対２で市高リード）。た

だ、簡単には勝たせてくれず最終回に襲われ

る・・１死満塁のピンチ、ここで私が思っていた

のは（三振かホームランかみたいな）大振りを

してくれないかな？（それなら勝機あり）点差

が複数だとそうなる選手はいるので・・次打者

はそんな感じで三振→２死満塁、次の打者も同

じようなタイプなら・・と思いましたが、しっか

りミート、センター前ヒットとなり２者生還、

同点となり試合が終了しました。 

 

 ここぞという場面で、キッチリ仕事ができる

かどうか・・こういうことについて試合のレベ

ルは関係ありません。市高との試合でこのよう

な活躍をした選手が（その当時は下のチームで

も）最後の夏などにレギュラー選手となってい

ることが過去結構ありましたので・・そういう

点で、タイムリーを打った浦和学院・島貫選手

の今後に注目したいと思います（応援している

ということです）。 

 

 全国的なチームに胸を借りて、自チームの実

力を上げていきたいと思います。 

 浦学の皆さん、また熱い試合をしましょう！ 

忙しすぎる春休み・・ 

 

 春季休業になりました。 

 新入生の練習参加は３月２５日以降という高

野連のルールがありますので、その２５日（月）

から新入生が練習に加わります。 

 

 例年より試合を多く組んでしまった関係で、練

習の休みは「学年ごと」という形にしました。 

 この形、選手にとっては何ら問題ありません

が、私達スタッフにとっては・・ 

（誰かしらの活動があるということは、指導者の

休みはないということだからです）。 

 

 始業式や入学式が４月５日（金）と例年より早

いこともあり、スタッフは無休の春季休業となり

そうです。 

 

 でもそんなの関係ねぇ！（古いか） 

部員達のために精一杯頑張りたいと思います。 

今号は３月２５日号 

第１０７５号です 


